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令
和
六
年
度
、
日
本
工
業
大
学
後
援
会

千
葉
県
支
部
定
期
総
会
に
て
支
部
長
に
選

任
頂
き
ま
し
た
和
田
弘
之
と
申
し
ま
す
。 

役
員
一
同
、
一
致
協
力
し
て
支
部
活
動

に
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒

ご
髙
承
の
う
え
、
今
後
と
も
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

後
援
会
は
大
学
の
創
立
と
同
年
の
一
九

六
七
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
目
的
は

学
生
の
皆
さ
ん
が
よ
り
充
実
し
た
学
生
生

活
を
送
り
、
保
護
者
の
皆
様
が
、
よ
り
安

心
し
て
お
子
様
を
学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と 

千
葉
県
支
部
会
員
の
皆
様
へ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

支
部
長 

和
田 

弘
之 

  

が
で
き
る
よ
う
に
学
校
と
保
護
者
の
皆

様
と
の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
で
す
。 

そ
し
て
千
葉
県
支
部
は
、
一
九
九
七

年
に
学
校
と
保
護
者
の
皆
様
と
の
連
携

を
更
に
密
な
も
の
と
す
る
た
め
に
発
足

し
ま
し
た
。
当
支
部
は
、
年
二
回
の
会

報
「
わ
か
し
お
」
を
発
行
し
、
更
に
独

自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
、
学

校
及
び
後
援
会
並
び
に
支
部
の
情
報
を

お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
対
応
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
御
覧
下
さ
い
。 

保
護
者
の
皆
様
が
実
際
に
大
学
を
見

に
行
く
こ
と
も
大
学
を
知
る
う
え
で
大

切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
お
忙
し
い

方
に
は
日
本
工
業
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
案
内
に
あ
る
ス
ト
リ

ー
ト
ビ
ュ
ー
で
大
学
内
を
探
検
し
て
み

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
そ
の
場
に

い
る
か
の
よ
う
に
三
六
〇
度
の
パ
ノ
ラ

マ
写
真
で
大
学
を
ご
覧
頂
け
ま
す
。 
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後
援
会
の
活
動
の
報
告
と
し
ま
し
て
は
令

和
六
年
度
、
七
年
度
の
特
別
事
業
と
し
て
ご
承

認
い
た
だ
き
ま
し
た
体
育
館
の
空
調
設
備
設

置
が
完
了
し
、
暑
い
夏
も
快
適
に
授
業
や
部
活

動
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も

後
援
会
及
び
支
部
の
活
動
に
ご
理
解
頂
き
、
更

に
ご
参
加
頂
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

  

日
本
工
業
大
学
後
援
会
千
葉
県
支
部
会
報 

 千葉県支部定期総会におい

て任命された和田新支部長 

令
和
六
年
度 千

葉
県
支
部
役
員

等 

（
現
役
役
員
、
敬
称
略
） 
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毎
年
年
明
け
の
第
二
土
曜
日
に
開
催
す

る
の
が
恒
例
で
今
年
は
、
船
橋
市
の
サ
ッ
ポ

ロ
ビ
ー
ル
園
に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

令
和
六
年
、
昨
年
と
同
様
に
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。 

そ
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

 

一
月
十
三
日 

新
年
会 

（
令
和
五
年
度
計
画
） 

 

新
年
会
は
日
工
大
の
同
窓
会
組
織
で
あ

る
工
友
会
と
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

 

令
和
五
年
に
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
大
紹
介
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
計
監
査 

高
橋 

誠 

今
年
は
、
能
登
半
島
大
地
震
、
翌
日
は
羽

田
空
港
で
の
事
故
と
と
て
も
痛
ま
し
い
出
来

事
で
の
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。 

開
催
に
先
立
ち
、
事
故
に
遭
わ
れ
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ

て
か
ら
新
年
会
の
目
的
で
あ
る
「
会
員
相
互

の
親
睦
」
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

来
年
の
新
年
会
は
、
一
月
十
八
日
に
浦
安

市
舞
浜
の
ホ
テ
ル
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
六
月
一
日 

藤
波
辰
爾
氏
特
別
講
演
会 

  

プ
ロ
レ
ス
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
藤
波
辰
爾

氏
を
お
招
き
し
て
、「Never Give up

」
と

題
し
て
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

  

五
月
十
一
日 

新
入
会
員
説
明
会
（
茨

城
、
群
馬
、
栃
木
、
千
葉
県
支
部
合
同
） 

  

支
部
長
間
で
の
交
流
が
多
く
な
っ
て
き

た
近
隣
四
県
支
部
は
、
新
入
会
員
説
明
会
を

合
同
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

 

新
入
会
員
の
た
め
の
日
工
大
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
場
と
し
て
、
ま
た
、
後
援
会
の

活
動
も
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
近
県

の
会
員
相
互
で
の
情
報
の
交
換
な
ど
日
工

大
を
中
心
に
交
流
を
深
め
る
大
切
な
場
と

も
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

            

七
月
十
七
日 

工
友
会
主
催 

 

「
簀
立
体
験
（
つ
ぼ
や
）」 

 

「
簀
立
漁
」
と
は
、
干
潟
に
網
を
仕
掛
け
、

引
き
潮
時
に
逃
げ
遅
れ
た
魚
を
捕
ま
え
る
伝

統
漁
法
で
す
。 

 

同
氏
は
、
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
に
な
り
た
い
一

心
で
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
馬
場
さ
ん
や
ア
ン
ト

ニ
オ
猪
木
さ
ん
が
出
場
す
る
下
関
で
開
催
さ

れ
た
プ
ロ
レ
ス
興
行
に
押
し
か
け
、
そ
の
ま

ま
無
理
矢
理
、
巡
業
に
付
い
て
回
っ
た
と
の

こ
と
。 

華
や
か
な
表
舞
台
と
は
対
照
的
に
、
人
知

れ
ず
ひ
た
む
き
な
努
力
を
継
続
し
て
き
た
姿

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
感
動
す
る
と
同

時
に
、
た
く
さ
ん
の
勇
気
と
元
気
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

新年会は、工友会千葉支部の方も参加 

ジンギスカンとビールに舌鼓の会員 
に舌鼓 

大学職員による説明を受ける会員 

ジャンケン大会に勝利した参加者と藤波
氏 
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十
月
二
十
日 

地
域
別
教
育
懇
談
会 

 

昨
年
に
引
き
続
き
、
地
域
別
教
育
懇
談

会
は
各
支
部
合
同
で
大
学
で
の
開
催
と
な

り
、
百
三
十
組
（
千
葉
県
支
部
か
ら
は
、

十
六
組
二
十
二
名
が
参
加
）
の
保
護
者
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。 

細
か
な
点
を
除
き
、
今
年
も
大
学
職
員

と
支
部
役
員
が
一
丸
と
な
っ
て
円
滑
な
会 

今
年
も
、
木
更
津
の
沖
合
で
「
す
だ
て
」

を
体
験
し
ま
し
た
。 

お
昼
は
獲
り
た
て
の
鯛
の
お
刺
身
、
あ

な
ご
の
天
丼
、
ア
サ
リ
の
お
味
噌
汁
を
頂

き
大
満
足
の
１
日
で
し
た
。 

食
後
は
ゆ
っ
た
り
と
潮
干
狩
り
な
ど
で

時
間
を
過
ご
し
、
楽
し
い
思
い
出
と
沢
山

の
お
土
産
を
持
ち
帰
り
、
充
実
し
た
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

場
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
た
様
に
感
じ
ま

し
た
。
千
葉
県
支
部
会
員
か
ら
も
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

一
階
に
は
「
よ
ろ
ず
相
談
コ
ー
ナ
ー
」、

二
階
に
は
、
各
支
部
の
受
付
ブ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
「
待
合
室(

レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル)

」

で
は
、
竹
内
学
長
や
就
職
支
援
課
の
映
像

解
説
で
退
屈
さ
せ
な
い
よ
う
工
夫
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

三
階
か
ら
六
階
は
学
科
ご
と
に
部
屋
割

り
さ
れ
、
大
学
職
員
の
皆
さ
ん
も
、
ほ
ぼ
総

動
員
で
対
応
に
当
た
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

今
年
も
、
実
際
に
学
生
を
担
当
し
普
段

の
様
子
を
見
て
い
る
先
生
が
面
談
を
担
当

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
調
整
さ
れ
て
い
ま
し

た
の
で
、
参
加
さ
れ
た
方
々
に
と
り
ま
し

て
は
濃
い
内
容
の
相
談
が
出
来
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。 

  

千葉県支部の新年会は 
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※｢命の土用干し」は、生成ＡＩから 

 

翌年の新年会は、１月１８日
（土）に予定しております。 

③ 

皆さん、 
「命の土用干し」とい
う言葉については、ご
存じでしょうか？ 

① 

② 
意味は、 
日頃の苦労を忘れて存分に楽
しみ、気分をさっぱりさせるこ
とを意味する慣用句です。意味
は「命の洗濯」と全く同じです。 

奇しくも恒例の新年会は、 
「舞浜ユーラシア」でスパと美味
しい料理とお酒により「命の土用
干し」が出来ます。 

④ 
皆様、「舞浜ユーラシア」で楽しいひと
ときをご一緒しませんか？ 

千葉県支部は、これ
からも各種イベン
トを企画いたしま
す。 

皆様のご参加
を心よりお待
ちしておりま
す。 

簀立漁の風景 
奥に「海ほたる」が見える。 

地域別教育懇談会の受付風
景 
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千
葉
県
支
部
で
は
、
毎
年
一
月
に
会
員
相

互
の
懇
親
と
健
康
を
祈
念
し
て
、「
新
年
会
」

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
は
一
月
十
八
日
（
土
）
に
「
舞
浜
ユ

ー
ラ
シ
ア
」
で
新
年
会
を
企
画
い
た
し
ま
し

た
。 始

め
は
、
ホ
テ
ル
の
ス
パ
で
ゆ
っ
た
り
し

て
い
た
だ
い
た
後
、
新
年
会
で
親
睦
を
深
め

ま
し
ょ
う
。 

別
途
、
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

お
申
し
込
み
は
、
一
頁
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

（
イ
ベ
ン
ト
）
か
ら
。 

 

 

    

 

 
百考は一行に如かず（まずは、参加してみて） 
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※｢百聞は一見に如かず」に続く５つの言葉は、後の時代の人々が考えたそうです。 

ＢＩＺ Ｍｅｎｔｏｒブログから 
 

この諺には、続きがあることを
知っていますか？ 

「新入会員説明会」に
始まり 
工友会が主催する 
「すだて漁体験」 
後援会主催の 
「地域別教育懇談会」 
「新年会」など 

後援会千葉県支部のイベン
トは・・・ 

① 

② 

私も、何か敷居が高く参加しづらいと 
思っていましたが大学の事で聞きたい
事があって、参加してみたら・・・ 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

今年は、藤波辰爾氏による「特別講演
会」を開催いたしました。 

最後は、「自分が幸せになるだけではなく、
周囲の人達をも幸せにすることが大切だ」
となります。 

意味は、 
「自分で考えなければ意味がない」 
「行動しなければ何も変わらない」 
「結果を出さないと成功できない」 
「幸せにならなければ価値がない」 

その活動により 

千葉県支部の活動は、 
「百考は一行に如かず」で 
皆様にご参加いただき 

会員皆様が楽しんで参加していただけ
るイベントを企画してまいります。 

現役の会員の方とOBの方
（お子様が卒業された方）
も居られて、気軽に何でも
聞ける雰囲気に安心！ 

「百聞は、一見にしかず。」ってこのこ
とだと思いました。 

この諺には、続きがあること
を知っていますか？  それ
は、 
「百見は一考に如かず」 
「百考は一行に如かず」 
「百行は一果に如かず」 
「百効は一幸に如かず」 
「百幸は一皇に如かず」と続
くのです。 

「百幸は一皇に如かず」で皆様に幸せになっ
ていただくことが大切と思っております。 
皆様のご参加をお待ちしております。 


